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 今年度100歳を

迎えられる方を表彰

する「年齢100歳到

達 者 記 念 品 贈 呈

式」が今月始めに行

われ、多良木町とあ

さ ぎ り 町 岡 原 地 区

で、5名の方が受賞

されました。 

 代表して多良木町

久米小田原の中村

キヨさんにお話を伺い

ました。健康の秘訣

を伺うと「秘訣はありません。毎日デイサービスに通うことが楽しみです」と謙遜して話

されましたが、ご家族によると、何でも良く食べ、時間など規則正しい生活をされてい

るとのことでした。また一番の思い出は、70歳の時にお姉さん達とハワイ旅行に行か

れたこと。若い頃から出歩くことが大好きだったそうです。取材をさせて頂き一番感じた

のは、大変お元気で、質問の受け答えが、とてもしっかりされているのが印象的でし

た。これからもどうぞお元気にお過ごし下さい。 

 毎日朝夕、青色回転灯装備車（青パト）による子供の見守り活動を続

けている。児童への声かけ運動を展開してから１件の事故も発生していな

い。一定に犯罪抑止効果を実感している。 

 会員は夕方３時より５時３０分迄各地区によって見守りを実行。 

 会の目的 

 ①児童、生徒の登下校時の安全確保の為の活動 

 ②園児、児童、生徒の健全な育成の為の啓発活動 

 くろばる会会長 立本友七郎（７５歳）    

 くろばる会員 ６００名 役員 ４０名  （原稿提供：立本友七郎会長） 

 10月12日(火）多良

木町多目的研修セン

ターにて、水墨画教

室(講師：坂本福治

先生）が開かれました。 

 この教室は本講座

が年に4回、自主学習

が月に1回開かれてお

り、受講者8名で行わ

れています。 

 講師の坂本先生

は、東京で15年くらい

画家になる為に修行さ

れて、現在人吉市在

住です。この教室も、も

う10年になるそうです。教

室では、先生が１人ずつお手本を書いて、墨を濃くして書く所や、水で薄めて書く所な

ど、丁寧に指導をされていました。 受

講者の(多良木町 西 久子さん）は

「もう10年続けていて、先生の人柄もよ

く、何といっても皆さんとの交流がいいし、

楽しくてやめられません」と話されていまし

た。 

 坂本先生は「皆さん一生懸命に書

かれている姿をみると感動します。こういう

教室をする事は良いことなので、これから

も続けて行きたい」と話され、これからの

教室が更に活気づく事が楽しみです。 
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 ９月２４日桧山地区の立山一幸さん夫婦と杉本正二さん夫婦が桧山天満宮

に太鼓を奉納されました。立山さんと杉本さんは今年金婚式を迎えられ５０年とい

う区切りの年に、子供の頃から慣れ親しんだ桧山地区のために何かできないかと考え

られたそうです。その結果、毎年９月２５日の天満宮の祭りの時に村社である岡麓

の霧島神社に毎年太鼓を借りに行くのは大変ということで太鼓を奉納することを決

められました。太鼓は１年がかりで作られ、太鼓の台は立山さんの手作りだそうです。

立山さん夫婦と杉本さん夫婦は「太鼓を孫子の代まで大事に使っていただければ

嬉しい」と話されていました。 

 今年は猛暑故か、秋の味覚の１つ

である柿も少なかったそうですが、

岡原北の宮原保さん宅では、珍しい

型の柿がとれたということで伺いまし

た。一見して「なるほど！ウサギの形

だ」とわかる柿の実。大きな耳と角

度によっては目もついているように見

えます。この柿の実は、10数年前に

植えられた甘柿の一種。 

 宮原さんは「孫が喜ぶから、だん

だん増えてきて、、、」と、植木市

な ど で

苗 木 を

購 入 さ

れ る よ

に な っ

たそうですが、こんな形の柿は初めてなっ

たそうです。「来年は卯（ウサギ）年なの

で、何かあるのでしょうかね？」と、少し早

い縁起物の登場に大変喜ばれていました。 

（ウサギの格好をした柿を 

         手にする宮原保さん） 

 第9回税カップえびすコスモス少年サッカー大会が10月23日、24日

に多良木町の多目的Ｇ野球場・中学校Ｇ・八日原運動公園Ｇの3会場

で開催されました。地元から『ＦＣ・ＫＵＭＡＳＳＯ Ｕ－11（監

督：尾方浩美さん）』と『同Ｕ－12（監督：那須和徳さん）』『あさ

ぎりＦＣ（監督：犬童宏さん）』の3チームを含む、計16チームが出

場し、栄光の優勝旗を目指して頑張りました。 

 『ＦＣ・ＫＵＭＡＳＳＯ』キャプテン、谷川勝奎君は「みんなモチ

ベーションを上げていって、後半はいい試合展開ができたと思う」と

大人顔負けのコメント、『あさぎりＦＣ』副キャプテン、池末晋之祐

君は「試合で動けていない所もあったが、みんなパスを回せていてよ

かった」と答えてくれました。当日は、雨が降りそうな空模様でした

が、みんな一生懸命ボールを追いかけていました。 

皆さんお疲れ様でした。  結果は以下の通りです。 

ＦＣ・ＫＵＭＡＳＳＯ Ｕ－１２ コスモスカップトーナメント２位 

あさぎりＦＣ コスモスカップトーナメント６位 

ＦＣ・ＫＵＭＡＳＳＯ Ｕ－１１ コスモスカップトーナメント８位 

（コスモスカップトーナメントは、予選３，４位のトーナメント） 

（杉本さんご夫婦（左側）と立山さんご夫婦） 


